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少
子
化
の
進
行
は
深
刻
で
、
晩

婚
化
・
未
婚
化
の
進
行
や
夫
婦
出

生
力
の
低
下
か
ら
平
成
十
四
年
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
合
計
特
殊

出
生
率
（
十
五
歳
か
ら
四
十
九
歳

ま
で
の
女
子
の
年
齢
別
出
生
率
を

合
計
し
た
も
の
で
、
一
人
の
女
子

が
仮
に
そ
の
年
次
の
年
齢
別
出
生

率
で
一
生
の
間
に
産
む
と
し
た
と

き
の
子
ど
も
の
数
に
相
当
す
る
）

は
一．

三
二
で
平
成
十
八
年
を
ピ

ー
ク
に
日
本
の
総
人
口
が
減
少

し
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
す
れ

ば
二
十
一
世
紀
末
に
は
日
本
の
人

口
が
半
減
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
国
民
生
活
に
深

刻
か
つ
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す

急
速
な
少
子
化
の
進
展
と
い
う
事

態
に
直
面
し
て
、
家
庭
や
子
育
て

に
夢
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
次
代
の

社
会
を
担
う
こ
ど
も
を
安
心
し
て

沼
田
町
で
は
急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て
子
育
て
が
し
や
す
く
、
健
や
か
に
育
つ
環
境
と
な

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
「
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が

健
や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
」
と
掲
げ
、
基
本
理
念
を
町
民
憲
章
で
あ
る
「
未
来
を
築
く

子
ど
も
を
愛
し
、
楽
し
い
家
庭
を
作
る
」
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
「
沼
田
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
子
ど
も
が
等
し
く
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
ち
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
に
、
真
に

誇
り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
実
現
し
、
少
子
化
の

進
展
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

に
お
い
て
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
沼

田
町
に
お
い
て
も
次
世
代
育
成
支

援
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
を
達
成
す

べ
き
目
標
・
講
ず
る
措
置
の
内
容

を
網
羅
し
た
「
沼
田
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
市
町
村

行
動
計
画
と
位
置
づ
け
し
、
子
育

て
す
る
保
護
者
や
対
象
児
童
を
は

じ
め
と
し
て
、
全
て
の
町
民
が
子

育
て
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、

沼
田
町
が
今
後
進
め
て
い
く
子
育

て
支
援
施
策
の
方
向
性
や
目
標
を

総
合
的
に
定
め
た
も
の
で
す
。

沼
田
町
総
合
進
行
計
画
と
共
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
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こ
の
計
画
は
、
五
年
を
一
期
と

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
計
画
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
ま
で
を
計
画
策
定

期
間
と
し
て
、
前
期
計
画
と
位
置

づ
け
る
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
を

実
施
し
た
上
で
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
を
後
期

計
画
と
し
て
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

平　成
17年度

平　成
19年度

平　成
18年度

平　成
20年度

平　成
21年度

平　成
22年度

平　成
24年度

平　成
23年度

平　成
25年度

平　成
26年度

前期計画（本計画）

後期計画

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

広
く
町
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ

り
、
需
要
等
を
把
握
し
、
計
画
を

横
断
的
に
策
定
す
る
た
め
庁
舎
内

に
各
課
か
ら
検
討
委
員
を
選
出
し

て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

素
案
部
分
の
協
議
検
討
を
加
え
、

下
記
の
策
定
体
制
の
下
、
多
様
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
の

見
直
し
に
向
け
て
、
各
関
係
機
関

と
意
見
交
換
、
意
見
調
整
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

計画見直し期間

輝
く
未
来
と
無
限
の
可
能
性
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
が
え

の
な
い
地
域
の
宝
で
す
。
私
た
ち

は
こ
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
見
守
り
、
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
核
家
族
化
の
進
行
や
女
性
の

社
会
進
出
等
を
背
景
に
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
個

人
の
価
値
観
の
多
様
化
や
生
活
様

式
の
変
化
に
伴
っ
て
、
結
婚
を
し

て
も
子
ど
も
を
持
た
な
い
人
た
ち

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
産
む
、
産
ま
な
い
は
個

人
の
問
題
で
す
が
、
産
め
な
い
社

会
的
な
要
因
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
取

り
除
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
や
子

ど
も
の
生
活
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
地
域
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
各
種
団
体
・
行

政
等
が
連
携
を
図
り
、
横
の
つ
な

が
り
を
強
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
う
人
が

理
想
ど
お
り
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
町
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
成

長
で
き
、
将
来
的
に
は
こ
の
沼
田

町
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え
る

町
と
な
る
よ
う
、
未
来
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
は
健
康
へ
の
配
慮
が
必

要
で
す
。
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
子

ど
も
や
母
体
の
保
護
、
子
育
て
に

対
す
る
負
担
を
軽
減
し
、
す
べ
て

の
親
子
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
支
援
に
つ
と
め
ま
す
。
ま
た
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
や
社
会
体
験
の
一
貫
と
し

て
子
育
て
中
の
親
と
の
ふ
れ
あ
い

体
験
の
実
施
や
学
校
保
健
活
動
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
は
家

庭
や
学
校
、
地
域
等
の
あ
ら
ゆ
る

場
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ

り
を
通
じ
て
心
豊
か
に
健
や
か
に

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
連
携
を
図
り
、
家
庭

教
育
、
就
学
前
教
育
、
学
校
教
育

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
資
源

を
活
か
し
て
健
や
か
な
成
長
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
環
境

の
整
備
お
よ
び
充
実
に
つ
と
め
ま

す
。

子
ど
も
が
自
由
に
遊
び
、

活
動
で
き
る
場
や
快
適
な
子
育
て

環
境
の
整
備
に
つ
と
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
育
て
を
し
て
い
く
上
で

の
不
安
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

経
済
的
な
不
安
が
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
経
済
的
負
担
軽
減
に
も
つ

と
め
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を

目
指
し
、
就
業
者
や
企
業
、
事
業

主
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育

所
づ
く
り
の
推
進
や
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通

常
保
育
、
一
時
保
育
、
学
童
保
育

な
ど
の
保
育
関
連
事
業
を
充
実
さ

せ
、
仕
事
と
子
育
て
を
す
る
子
育

て
家
庭
で
の
両
立
の
支
援
に
つ
と

め
ま
す
。

事
故
や
犯
罪
の
被
害
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
協
力
し
な
が
ら
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に

つ
と
め
ま
す
。

近
年
、
子
ど
も
の
虐
待
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
沼
田
町
に
お
い
て
児
童
虐
待

は
表
面
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
児
童
虐
待
防
止
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い

て
は
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
た
め
相
談
体
制
の
充
実
や
経
済

的
支
援
の
充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
家
庭
に
対

し
て
は
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
障
害
の
早
期
発
見
、
早

期
療
育
の
推
進
に
努
め
、
各
種
相

談
・
支
援
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
議
論
を
進
め

て
き
ま
し
た
、
幼
稚
園
教
育
の
二

年
化
を
柱
と
す
る
幼
・
保
一
元
化

に
つ
い
て
は
、
我
が
町
再
生
プ
ラ

ン
（
平
成
十
七
年
一
月
策
定：

策

定
期
間
平
成
十
七
年
度
〜
平
成
二

十
二
年
度
）
に
お
い
て
位
置
づ
け

て
い
る
よ
う
に
、
平
成
二
十
年
度

以
降
の
実
現
に
向
け
て
関
係
す
る

保
育
施
設
、
幼
稚
園
、
保
護
者
等

と
検
討
を
進
め
ま
す
。

核
家
族
化
の
進
行
や
共
働

き
家
庭
の
増
加
等
に
よ
り
子
育
て

環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
充
実
、
ま
た
、
地
域
全
体
で
子

育
て
・
子
育
ち
を
支
援
で
き
る
よ

う
、
公
的
機
関
・
関
係
機
関
等
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
子
育
て
力
を
高

め
て
、
そ
れ
を
地
域
の
子
育
て
に

活
か
す
た
め
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で

連
携
を
強
化
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
と

め
ま
す
。
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急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏

ま
え
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
成
さ

れ
る
環
境
の
整
備
を
社
会
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
平

成
十
五
年
七
月
に
公
布
さ
れ
、
地

方
公
共
団
体
は
、
職
員
を
雇
用
す

る
事
業
主
の
立
場
か
ら
、「
特
定

事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

行
動
計
画
策
定
指
針
に
掲
げ
ら

れ
た
基
本
的
視
点
を
踏
ま
え
つ

つ
、
職
員
が
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

職
員
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
次
世
代

育
成
支
援
対
策
を
計
画
的
か
つ
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
本
行
動
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
計
画
期
間
は
二
十
二
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
、
概
ね
三
年

ご
と
に
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
総
務
課
を
中
心
に
各
部

局
の
代
表
者
を
構
成
員
と
し
て
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
計
画
の
推

進
に
係
る
進
捗
状
況
の
点
検
、
計

画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

①　職員の仕事と子育ての両立の推進という視点
②　機関全体で取り組むという視点
③　機関の実情を踏まえた取組の推進という視点
④　取組の効果という視点
⑤　社会全体による子育ての支援の視点

○
　
妊
娠
中
及
び
出
産
後
に
お
け

る
配
慮

○
　
子
ど
も
の
出
生
時
に
お
け
る

父
親
の
休
暇
の
取
得
の
促
進

○
　
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

環
境
の
整
備
等

①
　
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
制

度
等
の
周
知

②
　
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
を

取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
の
醸

成
　

③
　
育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員

の
円
滑
な
職
場
復
帰
の
支
援
　

④
　
育
児
休
業
に
伴
う
必
要
な
措

置
　
　

こ
う
し
た
取
組
み
を
通
じ
て
、

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
、
子
ど

も
の
出
生
時
（
出
産
予
定
日
の
一

か
月
前
か
ら
出
産
日
の
一
か
月
後

ま
で
の
期
間
）
に
お
け
る
男
性
職

員
の
休
暇
の
取
得
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
政
府
が
掲
げ
る
育
児
休

業
取
得
率
の
社
会
全
体
の
目
標
値

一
　
職
員
の
勤
務
環
境
に
関

す
る
も
の

が
、
男
性
一
〇
％
、
女
性
八
〇
％

で
あ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
育

児
休
業
取
得
率
の
向
上
を
目
指
ま

す
。

○
　
保
育
施
設
の
活
用
等

○
　
超
過
勤
務
の
縮
減

○

事
務
の
簡
素
合
理
化

①
　
小
学
校
修
学
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
職
員

の
深
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務

の
考
慮
を
行
う
。

②
　
一
斉
定
時
退
庁
日
等
の
実
施

③
　
事
務
の
簡
素
合
理
化

④
　
超
過
勤
務
の
縮
減
の
た
め
の

意
識
啓
発
等

○
休
暇
の
取
得
の
促
進

①
　
年
次
休
暇
の
取
得
の
促
進

②
　
夏
季
休
暇
等
の
取
得
の
促
進

③
　
子
ど
も
の
看
護
休
暇
等
の
特

別
休
暇
の
取
得
の
促
進

以
上
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

平
成
二
十
一
年
ま
で
に
職
員

一
人
当
り
の
年
次
休
暇
の
平
均
取

得
日
数
が
増
加
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。

○
　
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

○
　
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

地
域
貢
献
活
動

①
　
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

地
域
貢
献
活
動

②
　
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
活
動
の
実
施

③
　
安
全
で
安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

④
　
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の

充
実

⑤
　
学
習
機
会
の
提
供
等
に
よ
る

家
庭
の
教
育
力
の
向
上

以
上
の
こ
と
を
行
動
計
画
に
沿

っ
て
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
と
共

に
、
職
場
が
仕
事
と
家
庭
の
子
育

て
の
両
立
を
図
る
事
が
で
き
る
よ

う
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

二
　
そ
の
他
の
次
世
代
育
成

支
援
対
策
に
関
す
る
事
項



６

沼田町役場 ＪＡ北いぶき沼田支所 中神歯科医院

市街地特設会場にて、特産品等を販売！

五カ山牧場にて、沼田産黒毛和牛をぜひご賞味ください！



７

去る７月５日に告示された、農業委員選挙で新しい委員が決まりました。また２２日に開催された、農

業委員会で、新たな役員等が決まりました。

■
会
　
　
長
　
中
　
山
　
　
　
勝

■
会
長
代
理
　
横
　
山
　
佳
　
幸

■
沼
田
町
農
地
対
策
特
別
委
員
会

・
委

員

長

土
　
田
　
信
　
夫

・
副
委
員
長
　
土
　
田
　
忠
　
昭

・
委
　
　
員
　
石
　
田
　
隆
　
広

松
　
井
　
昌
　
敏

渡
　
辺
　
敏
　
昭

中
　
山
　
　
　
勝

横
　
山
　
佳
　
幸

■
沼
田
町
農
業
者
年
金
協
議
会

・
会
　
　
長
　
中
　
山
　
　
　
勝

・
副

会

長

横
　
山
　
佳
　
幸

・
理
　
　
事
　
青
　
木
　
法
　
雄

道
　
念
　
　
　
弘

長
　
原
　
　
　
誠

・
監
　
　
事
　
石
　
田
　
隆
　
広

土
　
田
　
忠
　
昭

敬
称
略
・
五
十
音
順

氏

名

・

年

齢



８

関東大震災（１９２３年（大正１２年）９月１日）の教訓を忘れない為に、また台風が多い時期でもあ

り、その心構えの意味を含めて、毎年９月１日を「防災の日」と定めています。ここ数年災害のなかった

この沼田町でも、昨年８月末と９月８日に台風１６号及び１８号が相次いで本道を上陸した際、多大な被

害をうけたことは記憶に新しいことと思います。この様に突然襲ってくるあらゆる災害から、被害を最小

に防ぐためにも日頃からの備えや心構えが必要となってきます。

風水害はまだまだ大丈夫だと思っていても、急激に状況が変化する場合があります。危険が迫ってか

らでは手遅れになることもあるので、異変を感じたらすぐに対応するよう心掛けておきましょう。

路上では強風で看板が飛んだり、街路樹などが倒

れたりする危険があり

ます。近くの頑丈な建

物に避難を。ただし、

雨を伴う強風時には、

地下室等に逃げ込まな

いようにして下さい。

風圧や飛来物で窓ガラスが割れ、破片が吹き込

む危険があります。内

側からガムテープなど

をはり、カーテンを閉

めておきましょう。風

が強いうちは窓に近づ

かないように。

河原などでは、上流の豪雨による急な増水や土砂

崩れの危険があります。雨のときには川などに近寄

らないことが一番です。

もし河原にいるときに警

報が聞こえたら速やかに

避難を。

豪雨の際は視界が悪いうえに、操作が利かなく

なることも。できるだけ道路の中心よりの水が少

ない場所を選びながら、

ゆっくりと高台へ避難し

ましょう。浸水でエンス

トしたら、再始動させな

いように。エンジンを痛

めます。

■気象情報に注意する ～　天気予報の警報・注意報、又は防災無線の情報に注意しましょう。

■窓ガラスを補強する ～　板でふさぐ等して補強を。ｶﾞﾗｽが飛ばないように内側からｶｰﾃﾝを引く。

■むやみに外出しない ～　むやみに外出をせず、外出時には危険を感じる場所には近づかない。

■家財道具を移動させる　～　浸水が心配される場合は、家財道具等を高い場所へ移動させておく。
■安全な場所に避難する　～　子供や高齢者・病人などを事前に安全な場所に避難させておく。

(m )

10 15

15 20

20 25

25 30

30

10 20

20 30

30 50

50 80

80



９

大きな地震が発生したら、冷静に対応するのは難しいもの。しかし、一瞬の判断が生死を分けることも

あります。地震が起きても「あわてず、落ち着いて」行動するために、行動パターンを覚えておきましょ

う。

揺れを感じたらすぐ火を消しましょう。大きな揺

れの場合は身を守るこ

とを最優先に。台所に

は食器棚や冷蔵庫、コ

ンロ上の鍋など危険が

いっぱいなので、なる

べく早く台所から離れ

ましょう。

布団や枕で頭を守り、ベッドの下など家具が倒れ

てこないところに身をふせましょう。暗やみでは、

室内の様子を把握しに

くくなります。普段か

ら枕もとにはスリッパ

や懐中電灯、携帯ラジ

オ等を置くようにしま

しょう。

ガラスや看板等の落下物に注意。手荷物等で頭を

守り、広場などへ逃げま

しょう。建物や塀、電柱

などから離れ、切れて垂

れ下がっている電線には

決して触らないように。

自動販売機の転倒にも注

意して下さい。

急ブレーキは大事故の原因になります。除々に

スピードを落とし、停車し

てエンジンを切りましょう。

揺れがおさまるまで車外に

は出ず、カーラジオ等で情

報を確認し車を離れるとき

は、緊急時に移動させるこ

ともあるのでキーを付けた

ままにしましょう。

■役割分担を決める ～　日常の予防対策上の役割と地震発生時の役割を決めておく。

■危険箇所をチェック　～　家の内外をチェックして危険箇所を探し、修理や補強方法について話し合う。
■安全な空間を確保 ～　家具の配置換え及び転倒等を防ぐ方法を決め家の中に安全なスペースをつくる。

■連絡方法の確認 ～　家族が離ればなれになったときの連絡方法を事前に確認しておく。

■防災用具などの確認　～　消火器や救急箱、非常用品の置き場所を確認し、消火器の使い方等を覚えておく。

非常持出品は家族構成を考えて必要な分だけ用意し、避難時にすぐに取り出せる場所に保管しておきま
しょう。災害発生時に最初に持ち出す非常持出品と災害から復旧するまでの数日間を支える非常備蓄品を
分けて用意しておきましょう。

・懐中電灯　・携帯ラジオ　・非常食、水　・貴重品　・救急医薬品　・その他必要と思われる物

・食品　・水　・燃料　・その他災害後に必要と思われる物



これまで避難所として指定されていた施設のなかには、老朽化により強い地震に耐えるまでの強度が確

保されていない施設があり、突如として起こる強い地震に備えるため、今回避難所の見直しをしましたの

で、避難を余儀なくされる災害が発生した際に自分がどこの避難所へ避難をすれば良いかご確認下さい。

継続して避難所の指定とする施設

生涯学習センター

高穂２コミュニティセンター

共成コミュニティセンター

東予コミュニティ自治会館

更新会館

北竜活性化センター

恵比島活性化センター

●指定避難所の変更箇所

新たに避難所として指定する施設

健康福祉総合センター

沼田高等学校

柔剣道場

中央コミュニティセンター

避難所の指定から外れた施設

沼田中学校

沼田小学校

町民会館

高穂第１会館

沼田３・４会館

北竜第３会館

●あなたの避難場所は

行政区名　　　　避　　難　　所　　　収容可能人員（２㎡／人）

市内１東

市内１北

旭町西　　　健康福祉総合センター　　　　　　　　　１，６２９人

旭町東

高穂第１

市内１南

市内２

市内３

市内４　　　生涯学習センター　　　　　　　　　　　１，４６７人

南　町 （ゆめっくる）

沼田第１

仲町東

仲町西

市内５

市内６　　　沼田高等学校　　　　　　　　　　　　　１，９３５人

市内７

緑ヶ丘

西　町

沼田第３

沼田第４　　柔剣道場　　　　　　　　　　　　　　　　　２２４人

北竜第３

中　央　　　中央コミュニティセンター ７２人

高穂第２　　高穂第2コミュニティセンター ８２人

共　成　　　共成コミュニティセンター ８３人

東　予　　　東予コミュニティ自治会館　　　　　　　　　 ６９人

更　新　　　更新会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５人

北竜第１　　北竜活性センター　　　　　　　　　　　　　１８８人
北竜第２

恵比島　　　恵比島活性化センター　　　　　　　　　　　１４４人
幌比里

これまでの避難所

沼田中学校

高穂第１会館

沼田中学校

町民会館

町民会館

生涯学習センター

町民会館

生涯学習センター

生涯学習センター

沼田小学校

町民体育館

沼田３・４会館

町民体育館

北竜第３会館

町民体育館

高穂第２コミュニティセンター

共成コミュニティーセンター

東予コミュニティ自治会館

更新会館

北竜活性化センター

北竜第２会館

恵比島活性化センター

10

※切り取って、見える所にお貼り下さい。



11

広報一元化により、平成16年
から「消報」は「広報ぬまた」
で紹介しています。

⑤
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

物
を
近
づ
け
な
い
。

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
た
き
火
を
し
な
い
。

も
う
す
ぐ
、
お
盆
を
向
か
え
仏

壇
の
ロ
ー
ソ
ク
や
線
香
に
火
を
つ

け
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
小
さ

な
火
が
大
き
な
火
災
や
事
故
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使

用
す
る
際
は
、
充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

夏
の
日
に
素
敵
な
思
い
出
を
残

し
て
く
れ
る
花
火
。
し
か
し
、
花

火
が
原
因
の
火
災
が
全
国
で
毎
年

約
一
〇
〇
件
起
き
て
い
ま
す
。
花

火
を
す
る
と
き
は
必
ず
大
人
と
一

緒
に
行
い
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

①
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
な
い
。

②
人
や
家
に
む
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
物
の
そ
ば
で
遊
ば
な
い
。

③
子
供
だ
け
や
風
の
強
い
日
は

花
火
を
し
な
い
。

④
水
を
用
意
し
て
後
片
付
け
を

必
ず
す
る
こ
と
。

最
近
、
各
事
業
所
ま
た
は
家
庭

に
訪
問
し
て
消
火
器
の
購
入
や
検

査
を
勧
め
た
り
す
る
所
在
不
明
の

業
者
の
被
害
が
北
海
道
内
で
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
電
話
を

か
け
て
き
て
書
類
に
サ
イ
ン
を
求

め
、
点
検
終
了
後
に
高
額
な
料
金

を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
不
審
と
思
っ
た
時
は
サ
イ
ン

を
す
る
前
に
消
防
署
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
は

電
話
　
三
五-

二
〇
五
〇

今
年
に
入
り
組
合
管
内
で
十
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
原

因
は
（
電
気
器
具
配
線
二
件
、
ゴ

ミ
焼
き
の
拡
大
四
件
、
そ
の
他
四

件
）
で
、
ゴ
ミ
焼
き
等
が
原
因
の

火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
は

決
め
ら
れ
た
方
法
で
処
分
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
各
家
庭
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
次
の
七
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
て
火
災
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

②
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

③
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
。

④
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。



（平成１８年度～）

１　公的年金等控除の改正
皆様が受け取った国民年金・厚生年金などの公的年金等は、その収入金額か

ら公的年金等控除額を差し引いた金額が雑所得となります。

この公的年金控除額は、年金を受け取る方の年齢により定められており、こ

のうち、６５歳以上の方の公的年金控除額が次の表のとおり改正されました。

２　老年者控除の廃止
個人住民税は、所得金額から

各種の所得控除を差し引いた残

りの所得に対してかかります。

この所得控除のうち、老年者控

除（住民税480,000円）につい

て廃止されます。（所得税

500,000円は平成17年分から廃

止されています。）

12

3 公的年金等に係る源泉徴収の改正（所得税）
上記1及び2の改正に伴い、公的年金等を受け取る際に引去りされる

源泉徴収税額については、控除額等が見直されました。（平成17支給分

より適用）

4 人的非課税の範囲の見直し
年齢65歳以上の方のうち前年の合計所得金額が125万円以下の方に対

する非課税措置は平成18年分の個人住民税から段階的に廃止となりま

す。（公的年金収入のみの場合　収入245万円以下）

平成17年1月1日において65歳に達していた方の税額を

平成18年度は1/3課税　平成19年度は2/3課税　平成20年度は全額課税

その他の改正
○　生計同一の妻に対する非課税措置の廃止

個人住民税均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にする

妻で、夫と同じ市町村内に住所を有する方に対する非課税措置

が平成18年度に廃止にされます。

(平成17年度は1/2に軽減され、2,000円課税されています。）

○　給与支払報告書提出対象者の範囲の見直し

給与の支払者が、関係市町村に提出する給与支払報告書の提出対象者の範囲

が、年の途中に退職したものに拡大します。

○　定率減税が１/２に縮減されます。
現　　行　

所得割額の15％相当額

上限　4万円　

改　　正　

所得割額の7.5％相当額

上限　２万円　

[参考] 所得税

定率減税　20％　上限25万円　　→　　10％　上限12.5万円

改　　正　　前

その年中の公的年金等の　　

収入金額（A） 公的年金等控除額

260万円以下 1,400,000円

260万円超460万円以下 （A）×25％+  750,000円

460万円超820万円以下（A）×15％+1,210,000円

820万円超 （A）× 5％+2,030,000円

改　　正　　後

その年中の公的年金等の　　

収入金額（A） 公的年金等控除額

330万円以下 1,200,00円

330万円超410万円以下（A）×25％+  375,000円

410万円超770万円以下（A）×15％+  785,000円

770万円超 （A）× 5％+1,555,000円



沼田高校（津田雄二校長、６６人）の３年生が２３、
２４日の２日間、自分たちで製作した雪を使った冷房
機を、ほろしん温泉ほたる館の脱衣所に試験的に設置
した。
雪冷房機は内部に雪を貯めて置き、すき間から入る
外気で少しずつ雪を溶かし、ファンで冷気を送り出す
仕組み。５～１５度の冷風を４時間連続で送り出すこ
とができるという。２３日は３年生４人が冷房機を男
女の脱衣所に２台ずつ設置。２７、２８日の午前１１
時から午後３時に稼動した。

養護老人ホーム和風園（中村幸雄園長）に入所
中の畠山てるさんが、７月２０日で満１００歳を
迎え、西田町長が同園を訪れて上寿祝金や花を贈
った。
畠山さんは、絵を描いたりするのが趣味で、ま
た健康のため毎日みかんやイチゴなど果物を食べ
るようにしているという。
西田町長は「１００歳の誕生日、おめでとうござ
います。肌がつやつやしていますね。いつまでも
元気でいてください」と話しかけ、畠山さんも
「ありがとうございます」と笑顔で応えていた。
これで同園では畠山さんを含め、１００歳以上の
お年寄りは2人となり、また町内でも５人になっ
た。

「この青ランプで町の安全を守ります」―。沼田警察
署の青色防犯パトロール認定書交付及び出動式が２０日
行われ、３人のボランティアが犯罪抑止という使命に意
欲を燃やした。
同パトロールは、回転灯を点灯させ「地域安全パトロ
ール」のステッカーを貼った車で巡回することで、犯罪
の抑止効果を狙うもの。深川市など道内でも運用が始ま
っているが、沼田ではこれが初めての認定となった。
防犯パトロールのボランティアを申し出たのは、町防
犯協会の広野伸一支部長、吉井昭一副支部長と野々宮宏
庶務・会計の３人。広野支部長は業務が重なり欠席。２
人に回転灯、磁石で取り外し可能な「地域安全パトロー
ル」の文字が入ったステッカーや認定書などが交付された。
児童・生徒の登下校や町の祭典事業時などに合わせて
出動する。警察でも犯罪の抑止には住民の防犯意識や協
力が不可欠として、大きな期待を寄せている。

共成地区老人クラブ（渡辺正夫会長）会員３８
人の交通安全街頭キャンペーンが１５日、国道２
７５号線のＪＡ北いぶき沼田支所共成農業倉庫前
で行われ、会員達が安全運転を呼びかけた。
夏の交通安全運動に合わせて毎年実施している
もので、会員達が交通安全のタスキをかけ街頭に
立ってドライバーに交通ルールとマナーを呼びか
けることで、交通弱者に配慮した運転を心がけて
もらおうというもの。
参加したのは会員２０人と沼田警察署の４人。
署員が沼田市街方面と多度志方面に抜けるドライ
バーを呼びとめ、会員が缶ジュースとティッシュ、
交通安全チラシの５０セットを配布。「安全運転
をお願いします。」と一言添えて、送り出してい
た。

NUMATA
TOWN NEWSMONTH

まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp
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安
全
を
呼
び
か
け
る
共
成
老
人
ク
ラ
ブ

認
定
書
を
手
に
し
た
吉
井
さ
ん
（
左
）

と
野
々
宮
さ
ん

温
泉
に
雪
冷
房
を
設
置
す
る
沼
高
生

上
寿
祝
い
を
受
け
る
畠
山
て
る
さ
ん



ご意見・ご相談はお気軽に

電話　３５－２１３２ 専用 ３５－１９１２

け
れ
な
い
と
き
や
、
忙
し
く
て
子
ど
も
の
相
手

が
で
き
な
い
と
き
は
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
、
こ
と
ば
で
わ
け
を
話
し
て
聞

か
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

と
っ
て
、
ど
れ
だ
け
大
切
な
「
あ
な
た
」
で
あ

る
こ
と
か
を
、
こ
と
ば
と
行
動
で
示
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

手
を
か
け
、
こ
と
ば
を
か
け
、
心
を
か
け
る

こ
と
は
、
親
だ
け
で
は
な
く
周
り
に
い
る
大
人

た
ち
み
ん
な
の
仕
事
で
す
。
む
し
ろ
必
要
な
の

は
、
子
ど
も
の
背
中
を
見
て
や
る
こ
と
な
の
で

す
。

「
親
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
て
お
け
ば
、

子
ど
も
は
そ
れ
を
見
て
立
派
に
育
っ
て
く
れ
る
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
親
と
し
て
仕
事
に
、
生
活
に
力
を
尽
く
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し

「
抱
い
て
欲
し
い
」「
遊
ん
で
欲
し
い
」「
か
ま
っ

て
欲
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
に
は
ど
の

よ
う
に
映
る
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
が
見
た
い
の
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
の
背
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
み
て

く
れ
る
顔
や
、
受
け
止
め
て
く
れ
る
腕
や
、
心

に
響
く
話
し
こ
と
ば
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
子
ど
も
と
の
約
束
を
破
っ
て
出
か

◆お問合せ◆　　沼田高校教育振興協議会（事務局：沼田町教育委員会　担当：金平・赤井）
TEL 0164-35-2132 FAX 0164-35-1210 E-mail kyoiku@town.numata.hokkaido.jp

沼田高校教育振興協議会（会長　沼田町長　西田篤正）では、各関係機関や町民のみなさまへ、沼田
高校のＰＲをお願いしているところでありますが、道立高校の通学区域拡大に伴い、現在広域的な入学
者確保の取り組みを展開しています。
そこで、札幌圏などへの入学者確保ＰＲに伴い、沼田町内における下宿受け入れ先を募集しておりま
す。遠距離から来られた生徒を受け入れしていただけるご家庭、民間企業などがおられましたら、下記
までご連絡くださるようお願いします。

来年度２１名以上の入学者を

近年の高校入試をめぐる状況は少子化の影響を受け、入学者の確保が困難な状況下にあり、沼田高校
においては存続自体が危ぶまれています｡
北海道沼田高等学校は、現在定員４０名の１間口となっており、６６名の生徒が学んでいる状況であ
りますが、北海道教育委員会が定めている公立高校適正配置計画によると、入学者が２年連続して２１
名以下になった時点で募集停止（廃校）の対象になることが定められており、今年の入学者が１９名と
なったことで、来年度において２１名以上の入学者を確保しなければなりません。
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ひとりずもう・・・・・・・・・・・・・・さくら　ももこ

こんちき・・・・・・・・・・・・・・・・・・諸田　玲子

妖精と妖怪のあいだ・・・・・・・・・・・・・群　よう子

楽園のしっぽ・・・・・・・・・・・・・・・・村山　由佳

震度０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・横山　秀夫

お神酒徳利・・・・・・・・・・・・・・・・・山本　一力

ＳＰＥＥＤ・・・・・・・・・・・・・・・・・金城　一紀

さよならアメリカ・・・・・・・・・・・・・・樋口　直哉

ＡＭＥＢＩＫ・・・・・・・・・・・・・・・金原　ひとみ

希望の教室　金森学級からのメッセージ・・・・金森　俊朗

いのちの授業　がんと闘った大瀬校長の六年間・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・神奈川新聞報道部

サウスバンド・・・・・・・・・・・・・・・・奥田　英朗

妖怪大談義　対談集・・・・・・・・・・・・・京極　夏彦

世界中が雨だったら・・・・・・・・・・・・・市川　拓司　

ジイジ　孫といた夏・・・・・・・・・・・・・三原　庸子

絶海にあらず（上・下）・・・・・・・・・・・北方　謙三　

孤宿の人（上・下）・・・・・・・・・・・・宮部　みゆき

ミイラ発見！・・・・・・・・・・・・・・・・吉村　作治

百寺巡礼　第９巻・・・・・・・・・・・・・・五木　寛之

姓名の暗号・・・・・・・・・・・・・・・・・樹門　幸宰

ぼくはざりがに・・・・・・・・・・・・・・・武田　正倫

つのとはさみ　かぶとむしとくわがたむし・・・須田　孫七

渡りをするチョウ・・・・・・・・・・・・・・佐藤　英治

ハンドボールをはじめよう・・・・・・・・・・高村　忠範

海辺の石ころ図鑑・・・・・・・・・・・・・・渡辺　一夫

ずら～りキンギョならべてみると･･･ ・・・・高岡　昌江

小さな小さな海・・・・・・・・・・・・・・・岩瀬　成子

サイコバスターズ・・・・・・・・・・・・・・青樹　佑夜

ポイントブランク・・・・・・・・アンソニー・ホロビッツ

デモナータ　１幕　ロードロス・・・・・・ダレン・シャン

えんまとおっかさん・・・・・・・・・・・・・山本　　孝

やさいのせなか・・・・・・・・・・・・・・きうち　かつ

おどります・・・・・・・・・・・・・・・・・高畠　　純

山のごどんぐりの木・・・・・・・・・・・・・川上　和生

おおきなおおきな木・・・・・・・・・・・いもと　ようこ

こぶたはおおきい・・・・・・・・・ダグラス・フロリアン

もしもぼくがおとなだったら・・・　レーベル・ラースロー

さかさまさかさま・・・・・・・・・・・・・マリオ・ラモ

ぐっすりおやすみ、ちいくまくん・・・バーバラ・ファース

ふしぎなお人形ミラベル・・・・・・ピア・リンデンバウム

15



columm VOL.52

第
八
回
雪
サ
ミ
ッ
ト
（
岐
阜
県

飛
騨
市
）、
雪
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
愛

知
万
博
会
場
）
が
、
七
月
十
六
、

十
七
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。飛

騨
市
（
旧
河
合
村
）
は
、
今

ま
で
開
催
さ
れ
た
市
町
村
で
最
南

端
で
す
が
、
積
雪
は
最
深
で
一．

五
ｍ
と
雪
深
い
地
域
で
す
。
十
七

日
午
前
中
に
、
施
設
見
学
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
に
あ
る
ス
ー
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
を
見
学
し
ま
し

た
。
同
施
設
は
鉱
山
跡
地
に
あ
り
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
（
と
て
も
小
さ
な

粒
子
）
の
観
測
で
、
東
大
の
小
柴

先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

施
設
で
す
。

午
後
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り
、

沼
田
町
の
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
雪
中
米
や
花
の
栽
培
、
牧
場

の
冷
房
、
雪
中
み
そ
や
雪
中
じ
ゃ

が
な
ど
農
業
利
用
の
話
を
し
た

後
、
体
験
学
習
や
利
雪
教
育
な
ど

雪
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
会
場
を
愛
知
万
博
に

移
し
、
雪
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
町
長
が
出
演
し
、
沼
田
町
の

雪
利
用
の
取
組
み
紹
介
、
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

聴
講
者
は
、
雪
国
で
雪
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
地
球
環
境
に
優
し
い
こ
と
を

知
り
、
会
場
内
は
、
驚
き
の
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
九
八
年
に
第
一
回
雪
サ
ミ

ッ
ト
が
沼
田
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
、

雪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認
知
し

て
も
ら
う
こ
と
が
達
成
さ
れ
た
た

め
、
今
回
の
飛
騨
市
で
開
催
さ
れ

た
、
第
八
回
サ
ミ
ッ
ト
で
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

以
降
は
も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
形

式
に
し
て
開
催
し
て
い
く
様
子
で

し
た
。

な
お
、
八
年
間
引
継
が
れ
て
き

た
サ
ミ
ッ
ト
旗
は
、
飛
騨
市
に
て

保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

雪 冷 房 を 導 入 し て い る サ ミ ッ ト 会 場

地 下 実 験 構 内 で の 説 明

媚山先生の雪サミット講評

会場で町長が行った雪の取組みを紹介

愛知万博に設置された雪冷房機 サ ミ ッ ト 旗 の 保 管
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【
歩
行
者
、
自
転
車
の
ご
利
用

の
方
へ
】

○
道
路
は
正
し
く
横
断
し
ま
し
ょ

う
。道

路
の
横
断
は
、
横
断
歩
道
を

渡
り
信
号
機
が
あ
る
場
合
は
必
ず

青
信
号
で
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
間
か
ら
の
横
断
は
危
険
な

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

車
が
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
油

断
し
て
、
車
と
車
の
間
か
ら
の
横

断
は
危
険
で
す
。

横
断
歩
道
を
正
し
く
渡
り
ま
し

ょ
う
。

○
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

交
差
点
で
は
必
ず
左
右
の
安
全

を
確
認
し
、
自
転
車
は
一
旦
停
止

し
て
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
必

ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
は
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
と
と
も
に
反
射
材
を
活
用

し
て
自
分
を
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
の
方
へ
】

○
渋
滞
で
イ
ラ
イ
ラ
は
事
故
の
も

と
。
余
裕
の
運
行
計
画
を
。

渋
滞
中
に
イ
ラ
イ
ラ
し
、
渋
滞

の
解
消
さ
れ
た
道
路
で
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
は
、
重
大
事
故
の

元
で
す
か
ら
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
憩
を

お
墓
参
り
や
行
楽
地
の
帰
り
道

に
、
疲
れ
か
ら
居
眠
り
運
転
で
事

故
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
疲
れ
た
時
は
無
理
を
せ

ず
、
休
息
を
と
っ
た
り
運
転
を
交

代
す
る
な
ど
し
て
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

○
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
を
守
っ

て
く
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
で
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
、
大
人
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
子
供
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
必
ず
全
員
が
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
少
年
の
方
へ
】

○
酒
・
タ
バ
コ
く
ら
い
で
は
大
し

た
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

未
成
年
の
飲
酒
、
喫
煙
は
身
体

へ
の
悪
影
響
と
生
活
が
乱
れ
て
薬

物
乱
用
な
ど
の
さ
ら
に
危
険
な
行

動
に
つ
な
が
る
入
り
口
で
す
。
仲

間
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
勧

め
ら
れ
て
も
断
る
勇
気
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

○
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
テ
レ
ホ
ン

ク
ラ
ブ
は
利
用
し
な
い
！

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
テ
レ
ホ
ン

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
た
結
果
、
凶
悪

な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が

た
く
さ
ん
起
き
て
お
り
、
非
常
に

危
険
で
す
。

少
年
で
も
出
会
い
系
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
援
助
交
際
に
誘
う
と
、

法
律
で
犯
罪
と
さ
れ
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
テ
レ
ホ
ン
ク

ラ
ブ
は
絶
対
に
利
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
保
護
者
・
大
人
の
方
へ
】

○
子
供
の
飲
酒
・
喫
煙
を
許
さ
な

い
!!子

供
の
飲
酒
・
喫
煙
か
ら
目
を

背
け
た
り
、
大
し
た
こ
と
は
な
い

と
許
し
た
り
せ
ず
、
き
ち
ん
と
注

意
し
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
身
体
に
害
が
あ
る
こ
と
を

子
供
が
納
得
す
る
よ
う
に
よ
く
話

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
供
へ

の
飲
酒
や
喫
煙
を
さ
せ
る
事
は
犯

罪
で
す
。
絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ

い
。

○
子
供
に
異
変
を
感
じ
た
ら

非
行
等
に
は
何
ら
か
の
前
兆
行

動
が
あ
り
ま
す
。
子
供
が
発
す
る

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
気
づ
い
た
時

に
は
子
供
と
会
話
を
交
わ
す
努
力

を
し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
時
に
は
勇
気
を
出
し
て

各
種
相
談
機
関
や
学
校
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
非
行
や
犯
罪
被
害
、

い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

フリーダイヤル
０１２０－６７７－１１０

０１６４－３５－３１１０

17



近年、日本では３歳児の半数以上が午後１０時を過

ぎても就寝しないという状況が起きています。沼田町

でも、乳幼児健診などで保護者の方からお話を聞かせ

ていただいていると、就寝の時間が遅くなっている子

が少なくありません。今回は睡眠、生活リズムがこど

もにどのような影響を与えるか、どのように生活リズ

ムを整えていけばよいのかを考えてみたいと思います。

①体温リズムが崩れる→低体温となり、体調不良を引き起こす（食欲低下・活気がない・元気に遊べな　

い）。身体的・情緒的にも心配なことが出てくる。

②成長ホルモンの分泌→成長ホルモンは午後１０時から午前２時にかけて活発に分泌され、寝てから２　

時間後に分泌が始まる。寝る時間が遅くなると、ホルモン分泌が抑制されてし　

まう。

生生活活ののリリズズムムをを整整ええるるポポイインントト

（カーテン開け、窓開け、声かけなどで心地よい目覚めを！）

（外遊びを積極的に取り入れましょう！）

（早めに夕食、入浴をすませ、寝る前のゆとりを！）
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沼田も夏本番！！辺りの畑には稲が青々とし、色とりどりの野菜が実ってい

ますね。今回はこの野菜、特に夏野菜に注目してみたいと思います。

夏野菜に限らず、野菜全般には体全体の調整役を果たすビタミン類が非常に多く含まれていますが、特

に、夏場に旬をむかえるカラフルな野菜はビタミン・ミネラルの宝庫です。又、コレステロール上昇

予防や便秘予防と関係の深い食物繊維も多く含まれています。これらの成分を含むと同時に、夏野菜は

豊富な水分(約90%)を含み、前号でも取り上げた脱水予防に食事面からかかわる事となります。

生活習慣病を防ぐ健康的な食事の目安として厚生労働省が策定した「健康日本21」という指針の中では、

1日350g以上の野菜を摂るように勧めています。平成15年11月に実施された国民栄養調査では平均摂取

量277.5gと目標量を下回り、今後も350gの摂取を目標にしていく事がのぞまれます。

【350gの目安量】

トマト中1/2個･･･75g 玉ねぎ1/4個･････50g

キャベツ1枚･･････50g ピーマン1個･････30g

キュウリ1/3本･･･30g 小松菜1/3把･････65g

なすび   1本･･････50g 等

１日にこれだけ

食べて350g

この時期、畑に多く実るきゅうりの簡単調理法を紹介したいと思います。

【分量】4人分

きゅうり……小１本

ちくわ………１本

★ヨーグルト…大さじ２　

★マヨネーズ…小さじ２

白ゴマ………小さじ１

塩コショウ…少々

【調理法】

①　きゅうりは塩もみしてから小さ

めの乱切りにする。

②　ちくわは縦半分に切ってから、

薄い半月切りにしておく。

③　ボウルに★を合わせてきゅう　

り、ちくわ、白ゴマを混ぜ合わ

せて塩コショウをふる。

農林水産大臣から認可を受けた認証機関が生産行程を検査

して合格した農産物のことで、化学的に合成された肥料や農

薬を使用しない事を基本に、種まき、又は植付け前2年以上

(多年生作物は最初の3年以上)の間、堆肥等による土作りを行

ったほ場で生産された農産物のこと。

栽培期間中、その農産物が生産された地

域の通常のに比べて、化学合成農薬及び化

学肥料ともに半分以上減らして栽培された

農産物のこと。

今回は夏野菜に注目し、レシピの紹介も行いましたが、皆さんの家庭ではより手軽で美味しい野菜料理
が食卓にのっている事と思います。是非これからも、色とりどりの旬野菜を沢山活用し、食卓を豊かにし
ていきましょう。
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（平成17年８月1日現在）
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（平成17年8月1日現在）

荒
川
　
凜
佳
り
ん
か

ち
ゃ
ん
（
長
女
）

３
月
９
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
幸
　
太

お
母
さ
ん
　
か
お
り

（
市
内
一
南)

今
回
は
、
中
西
啓
太
さ
ん
（
緑
ヶ

丘
・
十
九
歳
）
か
ら
の
紹
介
で
、

金
子
太
郎
さ
ん
（
旭
町
東
・
二
十

四
歳
）
で
す
。

金
子
さ
ん
は
、
本
町
出
身
で
、

沼
田
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
江
別

の
酪
農
学
園
大
学
に
進
学
後
、
現

在
の
北
い
ぶ
き
農
協
営
農
販
売
事

業
本
部
営
農
推
進
課
に
勤
務
さ
れ
、

二
年
目
に
な
り
ま
す
。

【
趣
味
は
何
で
す
か
？
】

高
校
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
が

好
き
で
、
大
学
ま
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
見
る
の
も
好

き
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
あ
れ

ば
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
は
北
い
ぶ
き
の
野
球

チ
ー
ム
に
も
所
属
し
て
お
り
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

【
沼
田
町
い
い
と
こ
ろ
は
？
】

自
然
が
豊
か
で
、
四
季
が
綺
麗
な

の
で
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
景
観
は
、

今
の
ま
ま
の
沼
田
町
で
ず
っ
と
残
っ

て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
今
後
の
抱
負
】

早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
、
上

司
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸

命
頑
張
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
も
頑
張

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
橋
本
恵
美
さ
ん
（
南

町
・
十
九
歳
）
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。

氏　名　　 月　日 年齢　住　所

栗中　剛さん　7月31日　75歳　　南　町

●国勢調査は、日本に住んでいるみんなが参加する大　

切な行事です。

●国勢調査は日本の人口などについて調べるため、５

年に一度行われます。

●国勢調査の結果は、少子高齢化への取組や未来のま

ちづくりに役立てられます。

●国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義

務があり、調査内容の秘密は保護されます。
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